



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1　 買シアの主要植民地域 への移民数 とそ の比重(1782～1858),1,000人
1782～1858・782一 ユ795.・796-・8・51・8・6-・8351・836-・85・1・85・ 一 ・8581
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　　　　　　　 　　　　　　　　　 図1　 ロシアの移民























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図2　 ロ シ ア と以前 の ソ連構 成 共 和 国 間 の人 口純 流 出 入(1,000人)








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ロシァの人 口移動(18-20世 紀)と その特色
と
西
シ
ベ
リ
ア
が
中
心
で
、
前
者
で
全
体
の
三
四
、
五
、
後
者
で
二
〇
、
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
な
か
で
も
モ
ス
ク
ワ
で
の
就
労
者
は
約
七
万
人
と
多
吻
。
し
前
記
数
字
は
公
式
に
登
録
さ
れ
た
数
字
で
、
不
法
入
国
に
よ
る
就
労
者
は
数
百
万
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
百
万
人
を
越
え
な
い
と
い
う
見
解
が
説
得
性
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
五
回
年
次
人
口
報
告
は
五
十
万
人
を
越
え
な
い
と
見
て
い
る
。
最
も
モ
ス
ク
ワ
に
は
不
法
入
国
の
外
国
人
労
働
者
は
多
く
、
九
八
年
五
十
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、
公
式
登
録
の
外
国
人
労
働
者
の
七
倍
強
に
当
た
る
。
⑳
ま
た
、
極
東
地
方
で
は
中
国
人
の
不
法
就
労
者
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
十
八
～
二
十
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
人
口
移
動
か
ら
見
え
る
諸
特
色
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
事
が
で
き
る
。
ロ
シ
ア
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
国
に
比
べ
て
、
東
部
と
東
南
部
、
南
部
の
辺
境
、
未
開
発
地
を
ロ
シ
ア
帝
国
の
発
展
と
と
も
に
領
土
に
加
え
た
こ
と
か
ら
、
移
民
の
流
れ
の
中
心
が
こ
れ
ら
新
領
土
に
向
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。確
か
に
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
め
の
、
新
大
陸
へ
の
ロ
シ
ア
帝
国
民
の
移
民
が
増
え
た
が
、
帝
国
民
の
な
か
で
ロ
シ
ア
人
の
新
大
陸
へ
の
移
住
者
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
て
ロ
シ
ア
人
の
数
の
少
な
さ
は
顕
著
で
あ
る
。
今
日
で
も
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
市
民
の
民
族
性
の
維
持
、
活
動
が
目
立
っ
て
い
る
。
今
ひ
と
つ
の
か
な
り
著
し
い
特
色
は
外
国
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
流
入
者
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
人
の
ロ
シ
ア
へ
の
殖
民
活
動
は
我
が
国
で
も
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
宀
ア
ル
ン
Fニ
ア
人
の
入
国
者
も
多
か
っ
た
。
同
時
に
タ
タ
ー
ル
、
ノ
ガ
イ
、
カ
ル
ム
イ
ク
人
の
ロ
シ
ア
領
か
ら
の
流
出
も
目
立
っ
た
現
象
で
あ
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
ソ
連
時
代
の
外
国
と
の
移
出
入
者
の
流
れ
は
帝
政
時
代
と
比
べ
て
少
な
く
、
こ
の
期
の
一
種
の
鎖
国
状
態
に
あ
っ
た
の
が
帝
政
時
代
と
対
照
的
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
は
国
内
の
移
動
、
シ
ベ
リ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
移
住
者
が
多
く
、
海
外
移
住
者
は
革
命
時
と
そ
の
直
後
の
時
期
以
外
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
の
ド
イ
ツ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
出
が
目
立
っ
た
が
、
国
内
移
住
者
数
と
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
宋
期
か
ら
ソ
連
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
は
外
国
と
の
人
口
交
流
で
純
流
入
を
示
し
た
。
ソ
連
時
代
ロ
シ
ア
と
他
の
ソ
連
諸
国
と
の
人
口
交
流
は
概
し
て
ロ
シ
ア
の
流
出
超
過
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
は
西
側
諸
国
へ
の
人
口
流
出
が
増
大
し
た
。
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
、
ド
イ
ッ
人
の
出
国
者
の
増
加
と
ソ
連
末
期
か
ら
の
ロ
シ
ア
人
の
出
国
者
の
増
加
に
よ
る
。
外
国
か
ら
は
中
国
人
の
流
入
増
が
目
立
っ
て
い
る
。
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
の
人
口
流
と
逆
の
流
れ
、
東
か
ら
西
、
北
か
ら
南
へ
の
動
き
が
生
じ
、
中
で
も
北
、
北
東
部
か
ら
の
人
ロ
流
出
の
激
し
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
に
よ
る
が
、
近
い
将
来
も
こ
の
傾
向
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
手
の
つ
け
ら
れ
る
こ
と
の
す
く
な
か
っ
た
諸
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
七
-
二
〇
年
の
外
国
へ
の
流
出
者
を
約
二
百
万
と
し
て
い
る
こ
と
、
農
業
集
団
化
に
よ
る
ク
ラ
ー
ク
(
富
農
)
流
刑
者
数
を
一
九
三
二
年
約
百
三
一
、
七
万
人
、
一
九
三
九
年
百
一
、
七
万
人
、
大
粛
清
期
の
ラ
ー
ゲ
リ
収
容
者
数
を
一
九
四
〇
年
百
三
四
万
四
千
人
と
し
、
そ
の
地
域
別
分
布
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
の
機
会
に
こ
の
資
料
を
分
析
、
利
用
し
て
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。
